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令和5年度 

2級電気工事施工管理技術検定 

2次試験 解答試案 

 

【問題 1】 

施工体験記述(安全管理)につき省略します。 

 

【問題 2】 

2－1 

1．工具の取扱い 

・新たに現場に持込む工具は、現場に持込み時に現場において検査し、合格したものに持

込機械受理証を貼り付け使用させる。 

・電動機械工具は、湿気の少ない場所に保管し、取扱責任者を選任して定期的に点検を実

施し、その記録を保管する。 

・使用する前に、必ず絶縁測定などの点検を行なう。 

2．機器の搬入 

・搬入に使用する作業用機材は、事前に点検整備されたものを使用し、安全性の十分確保

出来るものを選定する。 

・作業内容に適した機材を選定し、点検使用する。使用する電動器具は、接地、配線、ス

イッチなどを点検の上、不具合のないものを使用する。 

3．分電盤の取付け 

・屋内では、高温、多湿、塵埃、腐食性ガス、振動がなく、容易に操作・点検の出来る場

所に取り付け、扉の開閉に十分なスペースを設ける。 

・屋外では、盤内への水の浸入を防ぐため、パッキンの取付け、又は防水コーキングを施

す。 

・自立形では、一般に上部はケーブルラック、下部は配管を直接立ち上げるか、ピットま

たはプルボックスを設ける。 
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4．ケーブルラックの施工 

・ケーブルラックの水平支持間隔は、鋼製では 2ｍ以下、その他については 1.5ｍ以下とす

る。 

・ケーブルラックの垂直支持間隔は、3ｍ以下とする。但し、配線室などの部分は、6ｍ以

下の範囲で各階支持することが出来る。 

・ケーブルラック本体相互間隔は、ボルトなどにより機械的かつ電気的に接続する。 

・ケーブルラックの自在継手部およびエキスパンション部には、ボンディングを施し、電

気的に接続する。 

・アルミ製ケーブルラックは、支持物との間に異種金属接触腐食を起こさないように取付

ける。 

5. 電動機への配管配線 

・接続は 2種金属製可とう電線管とし、屋外ではビニル被覆金属製可とう電線管を使用す

る。 

・十分な長さとたわみをとって接続し、電線管内では電線を接続しない。 

・電動機の接地工事は専用の接地線で配線する。ただし、3.7ｋｗ以下はボンドを利用して

良い。 

6. 引込口の防水処理 

・電線箱を屋外に設置する場合は、雨線内であっても屋外用の防雨形を使用する。 

・配電箱へのケーブルの引き込みは下部より行い、ケーブル引き込み、引きだし口にはコ

ーキング処理等の防水対策を行なう。 

・電線管による場合は、その下部には水抜き孔を設ける。 

  

2－2 

(1)地絡保護装置付き高圧引込用負荷開閉器 

(2)電力会社との責任分界点の区分化開閉器として設置され、保守点検時の安全確保や短絡

事故による他需要家への波及事故を防止する。 

 

【問題 3】 

1．風力発電 

・風力エネルギーを風車の翼により回転エネルギーに変換し、発電機に伝えて発電する方

式。 

・風の運動エネルギーの約 40パーセントを電気エネルギーに変換できるので効率性にも優

れ、大型になるほど格安になる。 

2．架空送配電線路の耐塩対策 

・懸垂がいしの個数を増加し、絶縁を強化する。 

・長幹がいし、スモックがいし、深溝がいしなど対塩性の高いがいしを使用する。 

・シリコンコンパウンドなどのはっ水性物質をがいし類に塗布する。 
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3．三相誘導電動機の始動方式 

・始動時において大きなトルクが発生するため、始動電流という大電流をなるべく抑える

ための始動方式として、全電圧始動法、スターデルタ始動法およびインバータ始動法が

ある。 

・インバータ始動法は、一定周波数の交流電源から、可変周波数・可変電圧の交流を作り

出し誘導電動機を始動させる方式である。 

4．屋内配線用差込形電線コネクタ 

・板状スプリングと電動板の間などに電線終端を挟み込み、電線相互の接続を行なう特定

電気用品の適用を受けた接続器具を言う。 

・ワンタッチで電線接続が可能であり、テープ巻きが不要なことから施工時間が短縮され

省力化が図れる。 

5．光ファイバーケーブル 

・デジタル化された信号を光信号に変換して伝送するみので、伝送部に石英ガラス、プラ

スチックなどを使用したケーブル。 

・敷設が容易で、広帯域の信号伝送が可能。 

6．自動列車制御装置（ＡＴＣ） 

・列車速度が速度制限区間で制限速度以上となると、自動的にブレーキをかけて減速させ、       

列車の速度を制御する装置。 

・連続的に信号条件の変化に即応でき、新幹線や列車密度の高い大都市の電車区間、地下

鉄などで採用されている。 

7．道路の照明方式(トンネル照明を除く) 

・道路の照明方式には、ポール照明方式、ハイマスト照明方式、構造物取付け照明方式、

高欄照明方式がある。 

・連続照明は、原則として道路に一定間隔で灯具を配置し、その区間を連続的に照明する。

また局部照明は、必要な箇所を局部的に照明することをいい、インターチェンジ、平面

交差点、横断歩道などで採用されている。 

8．接地抵抗試験 

・接地された導体と大地との間の電気抵抗の値を調べる試験で、接地抵抗計を使用して電

技解釈に定められた接地抵抗地の基準を満足しているかを確認するために行なう。 

・測定方法には電位差計方式と電圧降下法があり、広大な変電所構内にわたる設置網の測

定は電圧降下法によって行なう。 

9. 電線の許容電流 

・電線の温度上昇で絶縁体が熱劣化し、性能が低下する。その限界となる温度を最高許容

温度といい、その時の電流をいう。 

・連続許容電流と短時間許容電流がある。                 ・・・等 
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※下記は試験実施団体より公表 
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令和 5年度 2級電気施工管理技士 2次検定試験 総評 

 

【二次検定の傾向】 

 出題数および出題形式は、昨年同様、施工経験記述、施工全般 3問、法規 1問か

らの出題でした。 

施工経験記述は、安全管理からの出題でした。問題 1から問題 3は記述式問題、問

題 4、5は四肢択一（マークシート）の解答形式です。 

 

 施工経験記述は令和 3年の安全管理と同様です。 

【問題 2】は電気工事に関する語句から 2つ選び、施工管理上留意すべき内容をそ

れぞれ 2つ記述、及び図に示された器機の名称または略称、その機能を記す問題で

した。 

いずれも過去に出題された内容ですから、過去問題をしっかり学習していれば、高

得点も可能な内容でした。 

【問題 3】は電気工事に関する用語の中から 3つ選び、技術的内容をそれぞれ 2つ

記述する問題でしたが、すべて過去に出題された用語ですから、得点源に出来る問

題ばかりでした。 

【問題 4】の計算問題は、ＲＬＣ直列回路の電圧の値を求める問題と、配電線の線

間電圧を求める問題が四肢択一で出題されましたが、ＲＬＣ直列回路の電圧の値を

求める問題は、昨年(令和 4年度)の問題の応用であり、よく考えれば解ける問題で

した。配電線の線間電圧を求める問題は過去に出題がないため、やや難しく感じた 

方もいたと思いますが、基本的な問題だと言えるでしょう。 

【問題 5】の法規関係は、「建設業法」「労働安全衛生法」「電気工事士法」からの

出題で、過去に出題された問題もあり、確実に得点できる内容でした。 

 

 試験全体の難易度から言えば、標準的であり、過去問題を繰り返し解き学習した

受験生にとっては、十分合格基準をクリアできる問題だったと考えます。 

 

【一次検定の傾向】 

 関連分野や施工管理法については、若干難しく感じた受験生もいたと思いますが、

一方で、電気工学、電気設備、法規については過去問題からの出題が多く、確実に

得点出来ていれば十分合格基準に到達できる内容でした。 

 全体的な印象は、例年より標準かやや難しいというところですが、例年の傾向の

把握と、過去問題を繰り返しやっていれば、十分合格基準点に達する内容でした。 

 


